




















Analysis of Structure and Pianism of Chopin’s“24 Preludes”op.28 
based on Theories of “Yure”and“Kageri” No.6

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　終止する第11小節に3回目のモヤモヤ音型Aが 調の c-moll 
で出てくる（譜25）。続く第12～13小節は男の人が断定、女の人
も釣られて断定的な喋りである。第12小節の２拍目半から主調に
戻る。
　　（譜25）
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　第13小節は、話し合いたけなわで、男の人も女の人も「それで
いいのだ！」という断定である（譜26）。第14～15小節の２拍目
まで 保続音である。問題の解決に近づきつつある。第14小節の
3拍目から第15小節の２拍目まで、音型aの最後の音はどれも上
のパートに上がっている。また、ソプラノのラインC−B−A―G
−fisとバスのラインA―G−Fis−E―Cが２声の響きを聞かせて
いる。
　第16小節から、話し合いはさらに活発に賑やかになる。音型A
に付随していたトリルは無くなり、モヤモヤ感がない。第17小節
で最後のカデンツが現れ解決する。
　　（譜26）
−301−
「ゆれ」と「かげり」から見たChopinの《前奏曲集》作品28
話し合いは一件落着するが、まだ続いている感じである（譜27）。
　　（譜27）
　この曲の全体区分図を見ていく。調的に安定した部分と移行的
な部分、つまり平地と坂道の絵を描くと次のようになる（図２）。
　主音が保続されているので最初の２小節は平地である（第1～
２小節）。次は和音が動き出し、安定した状態ではないので坂道
である（第3～６小節)。最初と似た音型Aが 調のB-durで出て
くることから平坦な道に入ったことが分かる（第7小節）。９小節
目から坂道である。９、10小節目は5度の滝である（第８～10小
節）。11小節目では最初と同じような形Aが 調のc-mollで出てく
る（第11小節）。その後は再び主調に帰っていく過程だが、途中で
一休みしたりせず、最後の安定（Ⅰ保続音）を目指して息の長い歩
みを続ける（第12～13小節）。14～15小節目に が少し持続する 
（第14～15小節）。もう一遍坂道があり（第16～17小節）、一番最後
になってやっと平坦なところに出る。 保続音が使われている 
（第18～19小節）。
　　（図２）
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最初の音型A（モヤモヤした誘い出しの音型、２声のゆれとトリ
ルの組み合わせである）は、調を変えて２回再現するが、どれも
平坦な場所を表している。最後の 保続音を除いて、これ以外の
部分は、全て「つなぎ」とみなせる。「つなぎ」は旋律的できれいな
節まわしになっているがAにはテーマらしいものは何もない。
　最後に還元譜を載せる（別冊楽譜H）。還元すれば全体が単純
なゆれから成ることが分かる。
　還元譜　（別冊楽譜H）
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　演奏解釈の様々な可能性は、テクスチャー構成の中に予め含まれて（隠
されて）いる。ピアニストが楽譜を丹念に読むことによって自己の演奏
（解釈）の工夫を重ねていくという必要性がここに見られる。
　ピアニストのコルトーやグールド、シフなどの演奏において、楽譜上
では気が付かない内声や低音の隠れたラインが美しく浮かび上がって驚
かされるのだが、楽譜そのままの表面的演奏は本当の演奏ではないと教
えられる。演奏家たちの演奏も分析をする際の大事な資料になる。過去
から現代に至るピアニスト達がこれらの曲の解釈と演奏をどのように
行っているか興味深い。
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　作曲家の意図するメッセージをどのように読み取り、聴衆にどのように
発信しているかを3人のピアニスト（リヒテル、グールド、シフ）の演奏
から聴いてみることにする。
《平均律クラヴィーア曲集》第Ⅰ巻第13番 Fis-dur 前奏曲
　リヒテルの演奏
◦ペダルを使っていて全体が柔らかい雰囲気である。
◦やや早めのテンポに感じられる（1分23秒）。
◦第12～13小節にかけて3回出てくるトリルの掛け合いが美しい。
◦全部レガートで奏して、際立ったアーティキュレーションはない。
◦第27～28小節にかけての内声のラインA―H―Cis―D―Eis 音の
ラインを太く柔らかく響かせて、ちょっと翳った感じを演出してい
るように思われる。
　グールドの演奏
◦遅めのテンポで弾いている（2分19秒）。
◦この音型 は統一した弾き方はされていない。冒頭ではこの
ような アーティキュレーションだが、第7小節はこのよう
である。アーティキュレーションが大きく違うのは調が翳
りはじめた第12小節からで、レガートで重く弾いている。曲中、長
調はスタッカートで軽快な感じを出しているが、短調はレガートで
落ち着いた雰囲気である。アーティキュレーションを変えることで
調の明暗を弾き分けている。
◦第23、24小節でリタルダンドをかけて、第26小節の の保続音から
さらにテンポを落として、ニュアンスを変えて終わりに向かってい
る。音楽の構造に沿った演奏である。
　シフの演奏
◦中庸なテンポである（1分30秒）。ペダルは使用しない。
◦アーティキュレーションによって各パートが明確になっている。こ
のように 全体を統一している。このアーティキュレーショ 
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　ンは3声の絡み合いを分けるために付けている思われる。シフの演
奏は軽さ、明るさ、さわやかさが残る。
◦低音の付点8分音符をレガートではっきりと弾いていて、曲の流れ
を導いている。
◦各段落の前は少し弱く演奏しているので段落が分かり易い。
《平均律クラヴィーア曲集》第Ⅰ巻第16番 g-moll 前奏曲
　リヒテルの演奏
◦ペダルを使って、柔らかい穏やかな雰囲気である。
◦少し早めの演奏である（1分56秒）。
◦さざ波のようなトリルにすることで、それ以外の声部がかえって
はっきり聞こえてくる。
◦第14小節からのソプラノの下行ラインC−B−A−G−Fisの4分
音符がはっきりと聞こえてくる。
◦第18小節からは幾分遅めのテンポである。 保の分析に沿った解釈
である。一件落着したけれど話し合いはまだ続けられているという
雰囲気がよく出ている。
　グールドの演奏
◦ゆっくりのテンポ（2分30秒）である。
◦一貫したテンポで弾かれている。3人の会話が楽しいという印象は、
この演奏からは感じられない。むしろ淡々とした感じがする。第18
小節から少々ゆっくりである。ここはリヒテルと同じ解釈だと考え
る。
◦トリルの入れ方に特徴がある。1拍目は音を延ばしているだけ、２
拍目からは８分音符に２つずつ、3拍目で3つずつ、4拍目で4つ
ずつと徐々に数を増やしている。一風変わったトリルに工夫が感じ
られる。
　シフの演奏
◦全体に穏やかでゆったりとして、3人が本当に会話をしているよう
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な雰囲気の演奏である（2分8秒）。
◦どのパートの喋りを目立たせたいのかがよく分かる。特に第11小節
のアルトの８分音符は目立っている。
◦第６小節の上行型をクレッシェンドでなく、ディミヌエンドにして、
次のフレーズに移るところは非常に美しい。
◦32分音符を鮮明に弾いている。
Ⅳ　結び
　バッハとショパンが父子関係にあることを再確認するために、バッハ
の《平均律クラヴィーア曲集》から前奏曲を取り上げて、曲作りの秘密
と音楽性の豊かさを見てきた。
　《平均律クラヴィーア曲集》第Ⅰ巻の第1番C-durの前奏曲と第２番
c-mollの前奏曲でバッハは長調と短調の比較をしている。ストレートな
上向き音型で晴朗な感じのC-dur、パセティックな感じで音型も複雑で
あり、テンポの変化から来る情緒不安定なc-moll、この第1番と第２番
が、長調と短調の調構造と内容表現が異なることを示している。長調だ
から明るく短調だから暗くと単に理屈で云うのではなく、一対の明暗の
対比を調と曲想から読み取ることが出来る。これは一覧表にして提示し
たショパンの《前奏曲集》にも当てはまる。隣接する長調と短調ばかり
でなく、どこを取り出しても調と曲想から読み取ることが出来る。
　第13番Fis-durの前奏曲は、譜面づらを見ただけではわからないが、
声部が絡んで対位法的に出来ている。つまりテクスチャーが絡み合って
どのパートも平等に動いている。バッハの音楽は1個1個の和音が素晴
らしい響き（ソノリティー）をしている。構成している各和音が美しく
横に流れ、ソノリティと横の美しいラインを両立させている。この縦糸
と横糸の織りなす織地こそがテクスチャーであり、バッハもショパンも
最も心血を注いだと思われる。
　ショパン独特のピアニズムは楽器の発展が大きく影響している。バッ
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ハの時代はクラヴィ―アやチェンバロなどの楽器が主流だったので作曲
は機能的な面で限られていた。一方、ショパンの時代はエラールやプレ
イレルなどの素晴らしいピアノがあった。そういう楽器の発展による機
能の違いを捉え、分散和音をオクターブに広げたり、分散和音の中にゆ
れを組み込んで複雑にするなど、ショパン独特のピアニズムを生み出し
たが、実はバッハが下敷きになっているのである。
　ショパンだけがバッハと父子関係にあるのではなく、あらゆる作曲家
がバッハと父子関係にあるが、どうしてショパンだけが取り上げられる
かというと、彼は鍵盤楽器の作曲が主だからである。バッハは鍵盤楽器
以外の曲も多く書いているが、《平均律クラヴィーア曲集》は鍵盤楽器
なので似ることになる。ブラームスもピアノ曲は素晴らしいがショパン
のような意味でピアノスティックではない。ショパンはピアノ曲がほと
んどであるし傑作といわれるのはピアノ曲なのである。
　ショパンはバッハの音楽を理解している正統なる子孫であり、《平均
律クラヴィーア曲集》はショパンの《前奏曲集》の先祖だと云うことが
出来る。
〔注〕
【注1】　平均律とは近似的な音程を平均して実用的に簡便なものとした音律。12平
均律は現在広く用いられており標準的音律とされている。通常、平均律と
いえばこの12等分平均律を指すことが多い。『標準音楽辞典』1093頁抜粋
【注２】　同主調と並行調の全体構図は、島岡譲より筆者宛ての書簡からの引用である。
【注3】　平成２年度、６月11日～15日の5日間の国立音楽大学第1回特別教育期間
中、ピアノ部会の依頼により島岡譲の『バッハ「平均律クラヴィーア曲集」
のアナリーゼ』の講義が行われ、1991年にその講義記録が出版された。　
【注4】　島岡譲　1991　講義記録7～19頁の要約である。要約引用文中の譜面は基
本的に『バッハ「平均律クラヴィーア曲集」のアナリーゼ』から転載した
ものである。
【注5】　『バッハ「平均律クラヴィーア曲集」のアナリーゼ』別冊の「譜例」から
の引用である。以下同様である。
【注６】　『バッハ「平均律クラヴィーア曲集」のアナリーゼ』別冊の「楽譜」から
の引用である。以下同様である。
【注7】　島岡譲　1991　講義記録28～34頁の要約である。
【注８】　島岡譲　1991　講義記録54～58頁の要約である。
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【注９】　別冊「楽譜」Gからの引用だが、音型分析は島岡譲の意向で尻上がり音型
a、尻下がり音型bの２種類に大別、修正した。物語はそのまま使用する。
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